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日
本
共
産
党
の
仁
比
聡
平
議
員
は
２
月
５
日
の
参
院
予
算
委

員
会
で
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
佐
賀
空
港
配
備
問
題
で
、
政
府
が
同

空
港
の
歴
史
的
経
緯
や
、
県
と
地
元
と
の
間
の
合
意
事
項
を
無

視
し
て
計
画
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
地
元
の
声
を
ふ

み
に
じ
っ
て
問
答
無
用
で
押
し
つ
け
る
安
倍
政
権
の
強
権
姿
勢

は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
と
、
計
画
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。
質

問
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

日本共産党

　

安
倍
政
権
は
、
陸
上
自
衛
隊
に
導
入
す
る
オ
ス
プ
レ
イ

１
７
機
を
佐
賀
空
港
に
配
備
し
、
目
達
原
駐
屯
地
の
戦
闘

ヘ
リ
な
ど
５
０
機
の
部
隊
を
移
駐
、
さ
ら
に
米
海
兵
隊
に

佐
賀
空
港
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
比
議
員
は
、
方
針
ど
お
り
に
配
備
さ
れ
れ
ば
、
民
間

空
港
が
佐
世
保
を
始
め
各
地
の
基
地
と
連
携
し
て
南
西
諸

島
と
ア
ジ
ア
を
に
ら
む
軍
事
拠
点
に
一
変
す
る
こ
と
に
な

る
と
厳
し
く
批
判
。
空
港
建
設
で
県
と
漁
民
と
の
間
に
交

わ
さ
れ
た
、〝
自
衛
隊
と
の
共
用
は
し
な
い
〞
と
の
覚
書
付

属
資
料
の
つ
い
た
「
公
害
防
止
協
定
書
」
を
示
し
て
政
府

の
認
識
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
仁
比
議
員　

佐
賀
空
港
の
存
立
に
関
わ
る
問
題
。
公

害
防
止
協
定
書
自
体
を
防
衛
省
が
知
っ
た
の
は
い
つ
か
。

〇
中
谷
元
防
衛
大
臣　

（
昨
年
７
月
に
）
武
田

防
衛
副
大
臣
が
申
し
入

れ
を
行
っ
た
際
。

●
仁
比
議
員　

空
港
建

設
の
歴
史
、
地
元
住
民

や
漁
民
と
の
重
い
約
束

も
知
ら
ぬ
ま
ま
配
備
計

画
を
決
め
た
の
か
。

〝
自
衛
隊
と
の
共
用
は
し
な
い
〞
と
し
た
「
協
定
書
」
も
知
ら
ず
に
要
請

空
港
周
辺
は
日
本
一
の
ノ
リ
漁
場
。「
協
定
書
」
は
、
佐
賀
空
港
の
存
立
に
関
わ
る
重
い
約
束

　

仁
比
議
員
は
、
空
港
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
６
９
年

以
来
の
漁
業
者
・
住
民
の
た
た
か
い
を
経
て
、
苦
渋
の
判

断
で
「
協
定
」
が
締
結
さ
れ
た
と
指
摘
。
２
０
１
０
年
に

普
天
間
基
地
の
移
転
先
と
し
て
佐
賀
空
港
が
挙
が
っ
た
時

に
全
会
一
致
で
あ
げ
ら
れ
た
県
議
会
の
反
対
決
議
で
も
、

こ
の
協
定
書
が
根
拠
に
な
っ
た
こ
と
を
強
調
。
決
議
で
は

「
元
々
『
県
は
佐
賀
空
港
を
自
衛
隊
と
共
用
す
る
考
え
を

持
っ
て
い
な
い
』
と
明
記
し
た
覚
書
が
あ
り
、
軍
事
利
用

が
不
可
能
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

佐
賀
市
長
が
「
当
時
の
約
束
を
反
故
に
す
る
わ
け
に
い
か

な
い
」
と
答
弁
（
昨
年
１
２
月
市
議
会
）
し
て
い
る
こ
と

も
示
し
て
、
安
倍
首
相
に
迫
り
ま
し
た
。

●
仁
比
議
員　

こ
の
声
、
市
長
の
意
思
を
無
視
し
て
こ

と
を
進
め
る
の
か
。

〇
安
倍
晋
三
首
相　

現
時
点
で
地
元
の
理
解
は
得
ら
れ

て
な
い
と
考
え
て
い
る
。
安
全
保
障
上
の
重
要
性
を
踏

ま
え
、
丁
寧
な
説
明
を
続
け
て
い
く
。

「
当
時
の
約
束
は
反
故
に
で
き
な
い
」
と
の
市
長
の
意
思
を
無
視
す
る
の
か
（
仁
比
議
員
）

現
時
点
で
は
地
元
の
理
解
は
得
ら
れ
て
な
い
（
安
倍
首
相
）

　

仁
比
議
員
は
、「
丁

寧
な
説
明
」ど
こ
ろ
か
、

「
協
定
」
の
無
視
に
加

え
、
沖
縄
の
米
海
兵
隊

オ
ス
プ
レ
イ
の
佐
賀
空

港
利
用
で
も
、
政
府
説

明
が
毎
回
違
う
こ
と
を

批
判
。
防
衛
相
は
「
現

時
点
に
お
い
て
は
訓
練

移
転
の
た
め
の
使
用
を

想
定
し
て
い
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

　

仁
比
議
員
は
、
１
月

の
県
知
事
選
で
安
倍
政

権
の
全
面
支
援
を
受
け
た
候
補
者
が
敗
北
し
、「
佐
賀
の
こ

と
は
佐
賀
で
決
め
る
」と
訴
え
た
新
知
事
が「
全
く
の
白
紙
」

と
計
画
を
再
検
証
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。

予
算
案
に
盛
り
込
ん
だ
オ
ス
プ
レ
イ
５
機（
５
１
６
億
円
）、

施
設
整
備
費
等
（
１
０
６
億
円
）
の
経
費
を
は
じ
め
、
地

元
の
理
解
を
無
視
し
た
問
答
無
用
の
配
備
計
画
は
「
白
紙

撤
回
す
べ
き
だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

○
安
倍
首
相　

新
知
事
が
誕
生
し
た
わ
け
で
、
丁
寧
に

し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
く
。

　
●
仁
比
議
員　

声
を
踏
み
に
じ
っ
て
問
答
無
用
に
押
し

付
け
る
、
そ
ん
な
強
権
的
姿
勢
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。

米
海
兵
隊
に
よ
る
訓
練
移
転
に
よ
る
使
用
を
想
定
（
中
谷
大
臣
）

新
知
事
も
「
佐
賀
の
こ
と
は
佐
賀
で
決
め
る
」「
白
紙
」
を
表
明
。
佐
賀
空
港
の
軍
事
利
用

計
画
は
白
紙
撤
回
せ
よ
（
仁
比
議
員
）

佐賀空港
オスプレイ配備計画 仁比聡平参院議員が安倍首相を追及

九州沖縄民報　２月 10 号

　佐賀県（以下「甲」という。）と千代田町漁業協同組合、諸富町漁業協同組合、
早津江漁業協同組合、大託間漁業協同組合、南川副漁業協同組合、犬井道漁
業協同組合、広江漁業協同組合及び東与賀町漁業協同組合（以下「乙」という。）
とは、佐賀空港（以下「空港」という。）の建設及び供用に伴う公害を防止す
るため、次のとおり協定を締結する。
（以下略）

覚書付属資料
１１　覚書に「自衛隊との共用はしない」旨を明記されたい。

＜県の考え＞県は佐賀空港を自衛隊と共用する考えを持っていない。
　　　　　　 また、このことは協定第３条の「空港の運営変更」にもなるこ   
                   とであり、当然に「事前協議」の対象となるものであると考える。

佐賀空港建設に関する公害防止協定書（平成２年３月３０日）　

問答無用の押し付けやめ、撤回せよ


